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日本共産党野洲市委員会         
２０２３年７月１６日  №４９２ 
 

小菅康子 比江 668-３ （電話・ＦＡＸ）５８９－４９７１ 
工藤義明 小篠原８７９ （電話・ＦＡＸ）５８８－１８５６ 
野並享子 北野１-7-10 （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 
東郷正明 比江８６４  （電話・ＦＡＸ）５８９－４１５８   
 日本共産党が見解を発表しましたのでお知らせします。 

共産党野洲市議団  検索 

滋
賀
県
の
三
日
月
知
事
が
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て「
１８
歳
ま
で
拡
充

す
る
」考
え
を
表
明
し
、
７
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
る
首
長
会
議
（県
内
１９
市
町
長
）

に
提
案
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
県
の
制
度
は
就
学
前
を
対
象
に
経
費
は

県
と
市
町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
県
の
拡
充
案
は「
１５
歳
か
ら
１８
歳
ま
で
」を
県
が

負
担
し
、
小
中
学
校
は
市
町
に
負
担
を
求
め
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

小
菅
康
子
市
議
は
、
県
が
１８
歳
ま
で
拡
充
す
る
方
向
を
示
し
た
こ
と
は
評
価
し

つ
つ
、「
負
担
は
県
と
市
町
が
合
意
と
納
得
す
る
こ
と
が
前
提
」で
あ
る
と
し
て
、
１０

日
、
栢
木
市
長
宛
に
緊
急
の
申
し
入
れ
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 
今
回
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て
三
日

月
知
事
は
、「
県
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
等

し
く
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

が
望
ま
し
い
」と
述
べ
て
い
ま
す
。 

  

し
か
し
、
医
療
費
助
成
制
度
は
県
内
市
町
で

「
小
学
校
卒
業
ま
で
」中
学
校
卒
業
ま
で
」「
高

校
卒
業
ま
で
」な
ど
と
違
い
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
野
洲
市
は
通
院
＝
小
学
校
卒
業
ま
で
、
入

院
＝
中
学
校
卒
業
ま
で
で
す
。
（今
年
１０
月

か
ら
は
通
院
も
中
学
校
卒
業
ま
で
に
）。
一
方

で
野
洲
市
を
始
め
６
市
は「
１
レ
セ
プ
ト
５
０
０

円
」の
自
己
負
担
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

  

こ
れ
ま
で
日
本
共
産
党
は
市
民
の
み
な
さ
ん

と
医
療
費
無
料
化
の
拡
充
を
一
貫
し
て
求
め

て
き
ま
し
た
が
、
１８
日
の
首
長
会
議
で
は
、
栢

木
市
長
が
三
日
月
知
事
に
、
下
記
の
事
項
を

主
張
さ
れ
る
こ
と
を
申
し
入
れ
た
も
の
で
す
。 

衆議院比例代表は政党名で投票します。参議院と違い個人名は無効となります。 

❶子どもの医療費助成については、「１８歳」までを対象にすること。 

➋その場合の費用負担は、県が半分、残る半分を市町が負担すること。 

➌全県的には、一部の市町で、「１レセプト５００円」の自己負担が残っているが、「等し

く医療サービス」を提供するためには、自己負担をなくし、完全無料化とすること。 

➍これら医療費助成に対して国が下支えするよう強く働きかけること。 

 


